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日本国際連合学会 2010 年度研究大会プログラム 

 

 

日時：  2010 年 6 月 26 日（土）および 27 日（日） 

     午前 10 時開始 

場所：  南山大学名古屋キャンパス 

共通テーマ  「地球共同体ガバナンスへの国連の使命」 

UN’s Mission for Governance of a Global Community 

 

 

第１日 

オープニング・セッション（10 時 00 分～10 時 40 分）[B31 教室] 

司会：勝間 靖（日本国際連合学会事務局長、早稲田大学） 

10 :00～10 :05  開会挨拶 渡邉 昭夫（日本国際連合学会理事長） 

10 :05～10 :35 基調講演「グローバル・ガバナンスと国連―国際法への挑戦」 

横田 洋三（中央大学） 

 

第１セッション：パネルディスカッション（10 時 40 分～13 時 10 分）[B31 教室] 

開催校挨拶  ミカエル・カルマノ（南山大学学長）（5 分） 

テーマ「核なき世界への前進」（報告各 15 分、全体討論 1 時間） 

司会：渡邉 昭夫（日本国際連合学会理事長） 

 パネリスト：秋葉 忠利（広島市長） 

パネリスト：「核なき世界への前進―オバマ大統領の『核なき世界』が意味するもの」 

広瀬 訓（宮崎公立大学） 

 パネリスト：鈴木 秀雄（外務省軍備管理軍備課） 

パネリスト：「2010 年ＮＰＴ再検討会議の審議および最終文書の検討」 

黒澤 満（大阪女学院大学） 

 

昼食（13 時 10 分～14 時 40 分）／理事会 [B43 教室] 

 

第２セッション（14 時 45 分～17 時 25 分）[B21 教室] 

テーマ「平和と安全の維持機能の進化」（報告各 20 分） 

司会：大泉 敬子（津田塾大学） 

 報告者：「『平和と安全』の意味の変化」   植木 俊哉（東北大学） 

 報告者：「安全保障理事会の立法権限」   吉村 祥子（関西学院大学）  

報告者：「『深層の平和』構築に向けた国連の役割」  星野 俊也（大阪大学） 

 

総会（17 時 30 分～18 時） [B21 教室] 

懇親会（18 時予定～20 時）[C 棟 1 階、1SYOKU]   
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第２日 

第３セッション（10 時～10 時 50 分） [B21 教室] 

公募独立報告（若手・一般）（報告 20 分） 

司会：位田 隆一（京都大学） 

報告者：「国連開発計画（UNDP）の「現地化」政策の展開―グァテマラでの活動からみる意義と

課題」     真嶋 麻子（津田塾大学大学院後期博士課程） 

 

第４セッション（11 時～12 時）[B21 教室] 

テーマ「国連グローバル・コンパクトの新展開」（報告各 20 分） 

司会：野村 彰男（朝日新聞ジャーナリスト学校長） 

 報告者：「国連グローバル・コンパクトと平和」 庄司 真理子（敬愛大学） 

 報告者：「国連グローバル・コンパクトと人権」 菅原 絵美（大阪大学大学院博士後期課程） 

 

昼食（12 時～13 時 50 分）／企画・編集合同委員会 [B43 教室] 

 

第５セッション（14 時～17 時）[B21 教室] 

テーマ「地球温暖化防止への義務と実行」（報告各 20 分、全体討論 1 時間） 

司会：内田 孟男（中央大学） 

 報告者：「地球温暖化の科学の現状と今後の課題」  安成 哲三（名古屋大学） 

報告者：「京都議定書の来し方と行く末―ポスト COP15」  高村 ゆかり（龍谷大学） 

報告者：「国連のイニシアティヴ」    西村 智朗（立命館大学） 

報告者：「地球温暖化をめぐる国際政治」    太田 宏（早稲田大学） 

 

 


